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■特集
「ヒューマンサービス（対人援助）の科学」の生成

･････････････････････････望月　　昭・中村　　正（ 1 ）
■論文
1．方法論の検討
モード論：その意義と対人援助科学領域への拡張

････････････････････････････････････サトウタツヤ（ 3 ）
「障害」と行動分析学：
「医学モデル」でも「社会モデル」でもなく･･･････望月　　昭（ 11 ）
実験的行動分析学と対人援助科学･･･････････藤　　健一（ 21 ）
行動分析学と「質的分析」（現状の課題）･････武藤　　崇（ 33 ）
ヒューマンサービスと社会学
― 相互作用としての対人援助を記述する手法 ― ･中村　　正（ 43 ）
福祉情報ネットワークの課題･･･････････････金子　尚弘（ 57 ）

2．実践的研究
高齢者研究の現状から･････････････････････土田　宣明（ 67 ）
利用者と援助者を支える仕組み･････････････松原　　平（ 75 ）
福祉施設における行動的QOL向上のための実践と課題（1）：
― 援助者のプロアクティブなサービスを維持する手段としての
コミュニケーション経路の確立 ― ･･･････織田　智志 他（ 85 ）

福祉施設における行動的QOL向上のための実践と課題（2）：
― 最重度の発達障害を持つ個人に対する自己決定としての選択の
形成と拡大 ― ･･････････････････････桂木　三恵 他（103）

■講演録
分かるとはどういうことか･････････････････吉田　　甫（121）
福祉とコミュニティ
― 地域福祉臨床の視点 ― ･･･････････････津止　正敏（133）


